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桜まつり開催期間中（3 月 26 日～ 4 月 3 日）、下図の通り交通
規制を行います。ご協力をお願いします。

会場周辺は駐車場が少ないため、なるべく公共交通機関をご利用ください。
公共交通機関

・名鉄「市民公園前駅」下車すぐ

・ JR「那加駅」から徒歩７分
駐車場料金　

・ 臨時駐車場＝ 1 回 500 円

・ 公共施設周辺駐車場＝3 時間まで無料
以降 1 時間ごとに 100 円（上限 1 日 600 円）

※開花状況などで内容が変わる場合があります

　

各
務
原
市
の
春
の
風
物
詩「
桜
ま
つ
り
」が
市
民
公
園
・
新
境
川
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
す
。今
年
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
。ご
家
族
や

お
友
達
と
一
緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
内
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
☎
０
５
８（
３
８
３
）９
９
２
５　

当
日
は 

☎
０
９
０（
６
０
９
９
）１
５
６
３

　

中
央
図
書
館
南
側

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

２
０
１
６
年
の
「
ミ

ス
か
か
み
が
は
ら
」

を
発
表
。
人
力
車
で

公
園
内
を
パ
レ
ー
ド

し
ま
す
。

日
時　

４
月
２
日
（
土
）
　
　

午
前
９
時
～

　

ミ
ス
か
か
み
が
は
ら

　

発
表
会
＆
パ
レ
ー
ド

　

岐
阜
県
全
域
の
ア
イ
ド
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
チ
ー
ム
G
I
F

39
s
」
を
代
表
し
て
、

岐
阜
♡
濃
k
n
o
w
姫
隊
が
桜
ま
つ
り
を

歌
と
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
げ
ま
す
。

日
時　

▽
４
月
２
日（
土
）　

午
後
4
時
30

分
～
▽
４
月
３
日（
日
）　

午
後
４
時
～

　

市
内
外
の
特
産
品
や
お
い
し
い
料
理
を

販
売
。
バ
ザ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
お

買
い
物
を
楽
し
も
う
！

日
時　

▽
４
月
２
日（
土
）　

午
前
９
時
～

午
後
５
時
▽
４
月
３
日（
日
）　

午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分

　

 

桜
ま
つ
り
横
丁

　

風
情
あ
ふ
れ

る
人
力
車
に
乗

っ
て
、
市
民
公

園
の
桜
を
優
雅

に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

▽
４
月
２
日（
土
）　

午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時
▽
４
月
３
日（
日
）　

午
前

10
時
～
午
後
４
時

受
付　

市
民
公
園
西
側 
管
理
棟
付
近

費
用　

１
人
２
０
０
円

お
花
見
と
大
正
ロ
マ
ン

人
力
車
に
乗
ろ
う

　

皆
さ
ん
の
力
作
を
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。入
賞
作
品
は
後
日
展
示
し
ま
す
。

撮
影
期
間　

３
月
18
日
～
４
月
10
日

題
材　

今
年
撮
影
の
桜
、
桜
ま
つ
り
な
ど

規
定　

四
つ
切
り
、ワ
イ
ド
四
つ
切
り（
Ａ

４
、
合
成
加
工
な
ど
は
不
可
）

応
募
方
法　

４
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に

写
真
の
裏
面
に
応
募
票
（
ブ
ラ
ン
ド
創
造

課
な
ど
で
配
布
）
を
貼
付
し
、
ブ
ラ
ン
ド

創
造
課
へ

  

桜
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

F
C
岐
阜
か
ら
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

や
っ
て
き
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎

で
す
！
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

４
月
３
日（
日
）　

午
前
10
時
～
午

後
３
時

費
用　

１
人
１
０
０
円

　
Ｆ
Ｃ
岐
阜

　
　

キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　

ダ
ン
ス
や
吹
奏

楽
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
み

ん
な
で
盛
り
上
が

ろ
う
！

日
時　

▽
４
月
２
日（
土
）　

午
前
10
時
30

分
～
▽
４
月
３
日（
日
）　

午
前
10
時
～

　

桜
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ

　
「
岐
阜
♡
濃
ｋｎ
ｏ
ｗ
姫
隊
」

　

ス
テ
ー
ジ

交通規制

Ⓐ区間
車両通行止　3 月 26 日～
4 月 3 日　9:00 ～ 21:30

Ⓑ区間
車両通行止　4 月 2 日～
3 日　8:30 ～ 17:30
片側交互通行　3 月 31 日・4
月 1 日・4 日　8:30 ～ 17:30

■
ゴ
ミ
は
責
任
を
持
っ
て
持
ち
帰
り
、
分

別
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い

■
堤
防
や
市
民
公
園
内
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
禁
止
で
す

■
杭
や
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
場
所
取
り
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
違
法
駐
車
や
深
夜
に
わ
た

る
騒
音
、
飲
酒
運
転
も
お
や
め
く
だ
さ
い

桜
ま
つ
り
　
20
万
人
の
広
場

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！

ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
を

４月２日（土）

　　３日（日）

　

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
問
題
や
ゲ
ー

ム
を
攻
略
し
、
学
び
の
森
の
巨
大
迷
路
か

ら
脱
出
し
よ
う
！

日
時　

４
月
２
日
（
土
）・
３
日（
日
）　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
20
分
～
午
後
３
時

場
所　

学
び
の
森
（
那
加
雲
雀
町
）

　

学
び
の
森
の
巨
大
迷
路

～
百
十
郎
か
ら
の
挑
戦
状
～

2015 ミスかかみがはら

※会場周辺に、地域住民の方が生活しているので、交通規制区域内を車両が
通行する場合があります。その際は警備員の指示に従ってください。
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 新境川堤
 　　百十郎桜の歴史
新境川堤
　　百十郎桜の歴史

まだまだたくさん！

市内の桜の名所を

ご紹介します！

　

先
に
ご
紹
介
し
た
百
十
郎
桜
の
ほ
か
に

も
、
市
内
に
は
魅
力
的
な
桜
の
名
所
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

大
安
寺
川

見
頃
　
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

場
所
　
鵜
沼
大
安
寺
町
～
鵜
沼
南
町
周
辺

　

市
の
東
部
を
南
北
に
流
れ
る
大
安
寺

川
。
春
に
は
、
あ
た
り
一
帯
を
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
桜
色
に
染
め
、
お
花
見
客
で
賑
わ

い
ま
す
。

炉
畑
遺
跡

見
頃
　
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

場
所
　
鵜
沼
三
ツ
池
町
６

　

炉
畑
遺
跡
で
は
、
20
本
以
上
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
大
き
な
桜

を
バ
ッ
ク
に
遺
跡
を
眺
め
る
の
も
ま
た
一

興
で
す
。

各
務
野
櫻
苑

見
頃
　
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

場
所
　
各
務
お
が
せ
町
３

　

重
要
文
化
財
「
村
国
座
」
平
成
の
大
修

理
の
完
成
に
あ
わ
せ
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
種
も
の
桜
を
集
め
た
公
園
で
、
珍

し
い
種
類
の
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
務
原
市
を
流
れ
る
新
境
川
。
そ
の
両

堤
に
は
「
百
十
郎
桜
」
と
呼
ば
れ
る
桜
並

木
が
続
い
て
お
り
、
桜
ま
つ
り
の
期
間
に

は
多
く
の
人
々
が
足
を
運
ぶ
市
の
桜
の
名

所
で
す
。

　
「
全
国
さ
く
ら
名
所
百
選
」
に
も
選
ば

れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の

桜
に
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
活
躍
し
た
、
ひ
と
り
の
歌
舞
伎

役
者
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
名
は
加
藤
劔け

ん
さ
く作
。
明
治
15
年
５
月
15

日
に
、
稲
葉
郡
大
島
村
（
現
各
務
原
市
蘇

原
大
島
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

明
治
30
年
、
劔
作
は
15
歳
の
と
き
に

東
京
の
歌
舞
伎
役
者
３
代
目
中
山
喜
楽
に

弟
子
入
り
。
そ
の
後
、
兄
弟
子
の
市
川

八
百
蔵
の
門
に
入
り
、
市
川
百
十
郎
を
名

乗
り
ま
す
。

　

市
川
百
十
郎
は
、
映
画
と
舞
台
演
劇
を

組
合
わ
せ
た
連
鎖
劇
と
い
う
手
法
を
歌
舞

伎
に
取
り
入
れ
、
各
地
で
そ
の
名
を
響
か

せ
ま
す
。

　

晩
年
は
、

太
平
洋
戦
争

で
苦
し
む
国

民
の
心
を
癒

す
た
め
に
、
全
国
を
精
力
的
に
巡
業
し
ま

し
た
。

　

各
務
原
を
縦
断
す
る
境
川
は
、
屈
曲
が

多
い
た
め
決
壊
を
繰
り
返
し
、
住
民
に
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

治
水
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
が
、
新
境
川

（
境
川
放
水
路
）
で
す
。
５
６
０
０
ｍ
に

も
及
ぶ
放
水
路
工
事
は
、
事
故
に
よ
る
犠

牲
者
が
出
る
な
ど
、大
変
な
も
の
で
し
た
。

　

昭
和
５
年
、
旅
役
者
生
活
を
続
け
る

百
十
郎
は
、
久
し
ぶ
り
に
故
郷
へ
立
ち
寄

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
新
境
川
工
事

の
話
を
聞
い
た
百
十
郎
は
、
放
水
路
完
成

祝
い
と
と
も
に
、
工
事
に
よ
る
犠
牲
者
へ

の
鎮
魂
の
意
を
込
め
て
、
翌
年
の
昭
和
６

年
、
桜
１
０
０
０
本
の
植
栽
を
申
し
出
、

そ
の
翌
年
に
は
、
さ
ら
に
２
０
０
本
を
寄

附
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
蘇
原
や
那
加
の
住
民
ら
と
と

も
に
植
え
ら
れ
た
１
２
０
０
本
の
桜
は
、

毎
年
春
に
な
る
と
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、

人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
19
年
ご
ろ
に
な
る
と
太

平
洋
戦
争
が
激
化
し
、
防
空
壕
や
薪
を
作

る
た
め
に
乱
伐
さ
れ
る
運
命
を
た
ど
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
を
迎
え
た
時
に
は
、
桜
の
木
は
わ

ず
か
数
十
本
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

昭
和
38
年
、
近
隣
の
町
が
合
併
し
て
各

務
原
市
が
誕
生
。
こ
の
時
、
新
境
川
桜
並

木
の
再
生
を
願
う
市
民
の
努
力
に
よ
っ

て
、
３
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え

直
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
制
25
周
年
を
迎
え
た
年

に
、
百
十
郎
の
遺
徳
と
偉
功
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
「
百
十
郎
桜
」
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。こ
う
し
て
、
桜
は
現
代
に
蘇
り
、

今
な
お
多
く
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
桜
ま
つ
り
の
会
場
に
足

を
運
ん
だ
際
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
桜
の
歴
史

に
思
い
を
は
せ
て
み
て
下
さ
い
。

晩年の市川百十郎

市川百十郎

松王丸役を演じる市川百十郎

三
井
山
公
園

見
頃
　
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

場
所
　
三
井
山
町
２

　

こ
の
公
園
で
は
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、

新
境
川
の
桜
並
木
、
三
井
山
の
桜
と
あ
い

ま
っ
て
、
あ
た
り
一
帯
が
屈
指
の
桜
の
名

所
と
な
り
ま
す
。
桜
を
見
な
が
ら
の
登
山

も
お
す
す
め
で
す
。

尾
崎
南
運
動
公
園
（
東
側
道
路
）

見
頃
　
３
月
上
旬
～
下
旬

場
所
　
尾
崎
西
町
４

　

こ
こ
で
咲
く
「
寒

か
ん
ざ
く
ら桜
」
は
、
早
咲
き
の

桜
で
、３
月
中
旬
に
は
満
開
を
迎
え
ま
す
。

　

付
近
に
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
お
越
し

の
際
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
な
ど
の
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る「
か
か
み
が
は

ら
フ
ー
ド
バ
ト
ル
」。今
年
も
、「
各
務
原
№

１
グ
ル
メ
」の
名
を
か
け
て
、市
内
の
個
性

あ
ふ
れ
る
飲
食
店
が
大
集
合
し
ま
す
！

　

各
店
舗
の
お
い
し
い
料
理
を
堪
能
し
た

後
は
、
お
気
に
入
り
の
お
店
に
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
１
票
で
各
務
原
№

１
グ
ル
メ
が
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
広
報
紙
４
月
１
日
号
で
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
す
。

日
時　

４
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

市
民
公
園
（
那
加
門
前
町
３
）

詳
細
　
商
工
振
興
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

９
９
１
２

TI

開
催
！

          
開
催
！

                   

か
か
み
が
は
ら

                   

フ
ー
ド
バ
ト
ル
２
０
１
６

新
境
川
に
並
ぶ
「
百
十
郎
桜
」

市
川
百
十
郎

百
十
郎
桜
の
は
じ
ま
り

戦
争
と
桜

桜
の
復
活
と
命
名

2015 年優勝　
しばらく
「ギュー牛づめ」

2014 年優勝
水野産業

「各務原キムチ粗挽き
ジャンボフランク」
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市
民
栄
誉
賞
等
授
与
式

平成 27 年度

左から岐阜各務野高校ホッケー部の長屋恭太顧問と佐守愛華さん、足立柊弥さん

　

木
曽
川
べ
り
の
「
鵜
沼
古
市
場
遺
跡
」

（
鵜
沼
南
町
）
か
ら
は
、
木
曽
川
と
先
人

と
の
関
わ
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

資
料
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

弥や
よ
い生

時
代
に
は
、
特
殊
な
土
器
を
使
っ

た
祭さ

い

祀し

が
行
わ
れ
、
神
聖
な
空
間
だ
っ
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
人
や
物
、
文
化
の

窓
口
と
な
っ
た
、
舟

し
ゅ
う
う
ん運

の
川
湊み

な
との

起
源
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
中
央
と
地
方
を

結
ぶ
東と

う
さ
ん
ど
う

山
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
東
山
道

は
、
こ
の
地
で
木
曽
川
を
渡
っ
た
と
さ

れ
、
遺
跡
か
ら
は
、
墨
で
文
字
を
記
し
た

須す

え

き
恵
器
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
東
山

道
上
の
中
継
地
で
あ
る
駅う

ま

家や

の
存
在
を
思

わ
せ
ま
す
。

　

川
は
国
境
と
し
て
も
機
能
し
、
戦
国
時

代
に
は
、
織
田
信
長
の
美み

の濃
侵
攻
に
対
峙

す
る
鵜
沼
城
が
川
べ
り
に
築
か
れ
ま
し

た
。
遺
跡
か
ら
は
鵜
沼
城
に
関
連
す
る
と

思
わ
れ
る
壕ほ

り

や
、
屋
敷
の
区
画
溝
な
ど
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

県
下
第
２
位
の
規
模
を
誇
る
「
坊

の
塚
古
墳
」（
鵜
沼
羽
場
町
）
で
は
、

１
５
０
０
年
以
上
前
の
古
墳
が
非
常
に
良

好
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

古
墳
を
覆
う
葺ふ

き
い
し石

は
、
大
き
な
崩
れ
も

な
く
残
っ
て
お
り
、
築
造
時
の
古
墳
の
よ

う
す
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

古
墳
の
頂
上
部
に
設
け
ら
れ
た
埋
葬
主

体
（
死
者
が
葬
ら
れ
た
場
所
）
を
覆
っ
て

い
た
蓋ふ

た
い
し石
も
見
つ
か
り
、
そ
の
大
き
さ
と

石
材
か
ら
、
は
る
ば
る
遠
い
産
地
か
ら
運

ば
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
で
見
つ
か
っ
た
土
器
な
ど
は
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
市
民
栄
誉
（
大
）
賞
」
と
「
市
民
特

別
奨
励
賞
」
は
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
分
野
で
、
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
市
民

の
方
に
授
与
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

平
成
14
年
度
に
賞
が
創
設
さ
れ
て
か

ら
、
市
民
栄
誉
（
大
）
賞
は
、
ピ
ア
ノ
の

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
勝
し
た
上
原
彩
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
５

団
体
・
11
人
の
方
に
、
ま
た
市
民
特
別
奨

励
賞
は
９
団
体
・
16
人
の
方
に
授
与
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
か
ら
、

全
国
の
主
要
大
会
で
３
冠
を
果
た
し
た
岐

阜
各
務
野
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
と
、
国

体
で
優
勝
し
た
富
田
高
校
の
足
立
柊
弥
さ

ん
に
「
市
民
特
別
奨
励
賞
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

 

受
賞
功
労

岐
阜
各
務
野
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　

10
月
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
た
、
第

70
回
国
民
体
育
大
会
「
２
０
１
５
紀
の
国

わ
か
や
ま
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
少
年
女
子
」
で

優
勝
し
、
国
体
６
連
覇
を
達
成
。

　

ま
た
、「
第
10
回
全
国
高
等
学
校
ホ
ッ

ケ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
」、「
第
46

回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
」

で
も
優
勝
し
ま
し
た
。

足
立
柊
弥
さ
ん

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会
「
２
０
１
５
紀

の
国
わ
か
や
ま
国
体
少
年
男
子
10
ｍ
エ
ア

ラ
イ
フ
ル
立
射
60
発
」
に
出
場
、
大
会
新

記
録
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

姿を現した
ふるさとの歴史

今年度、鵜沼地区で 2 つの発掘調査が行われ、地域の歴史の歩みを伝える貴重な発見があり
ました。鵜

う

沼
ぬ ま ふ る い ち

古市場
ば

遺跡と坊
ぼ う

の塚
つ か

古墳、2 つの遺跡で明らかになった新事実をお伝えします。
詳細　埋蔵文化財調査センター（三井東町 4   水道庁舎 1 階）☎ 058-383-1123

鵜
沼
古
市
場
遺
跡

坊
の
塚
古
墳

鵜
沼
古
市
場
遺
跡

坊
の
塚
古
墳

墨で文字が書かれた
墨
ぼくしょ

書土器

調査部分

古墳を覆う葺石と、
巨大な蓋石

受
賞
者
の
声

産
業
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
分
野
で
顕
著
な
功
績
を
収

め
た
個
人
や
団
体
を
対
象
と
し
た
「
市
民
栄
誉
賞
等
授
与
式
」

が
２
月
19
日
に
行
わ
れ
、
今
年
度
は
１
団
体
・
１
個
人
に
「
市

民
特
別
奨
励
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

詳
細　

秘
書
広
報
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
１
内
線
２
１
０
０

足立柊
しゅうや

弥さん
富田高校 2年

佐
さ

守
もりあい

愛華
か

さん
岐阜各務野高校
ホッケー部主将

昨
年
は
、
国
民
体
育
大
会
を
は

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
出

場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
も
、
ま
た
国
民
体
育
大
会

で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

光
栄
な
賞
を
い
た
だ
き
、
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
は
私
た
ち
３
年
生
が
引
退

し
、
新
チ
ー
ム
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
後
輩
た
ち
は
、
き
っ

と
４
冠
を
達
成
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

試験日　 ▽第 1 次試験＝ 5 月 29
日（日） ▽ 第 2 次試験＝ 7 月 12
日～ 20 日のうち指定する日
対象　 ▽昭和 61 年 4 月 2 日～
平成 7 年 4 月 1 日に生まれた方

▽平成 7 年 4 月 2 日以降に生ま
れた方で、大学を卒業した方、
または平成 29 年 3 月までに卒
業する見込みの方並びに人事院
が大学卒業と同等の資格がある
と認めた方）
申込と詳細　 ▽ 4 月 1 日　9:00
～ 13 日にウェブサイトの専用
フォーム＝ http://www.jinji-shi
ken.go.jp/juken.html ▽4 月 1 ～
4 日に直接または郵送、〒 460-
8520 名古屋市中区三の丸 3-3-
2、名古屋国税局人事第二課試験
係☎ 052-951-3511

国税専門官
採用試験

　生活学校は「美しく暮らしや
すいまちづくり」をテーマに、
身近な問題に取り組んでいま
す。男性の方も大歓迎です。
対象　市内在住の方
費用　年 1000 円
詳細　生活学校・武藤☎ 058-
383-4026

生活学校メンバー
募集

　地域に密着した、みんなで支
え合う活動を展開しています。
ぜひ、ご参加ください。
対象　市内在住の方
内容　学び講座、研修旅行、キ
ムチ作りなど（予定）
費用　年 500 円
詳細　女性会議・永井☎ 090-21
36-4977

女性会議
会員募集！

　全国のブロック予選を勝ち抜
いた男女各 15 校と、開催地代
表の 1 校が、春の高校日本一の
タイトルを争います。入場は無
料ですので、ぜひ会場で観戦し
てください。
期間　3 月 25 日～ 30 日（25 日
は開会式）
場所　県グリーンスタジアム

（下切町 6）
詳細　県グリーンスタジアム☎
058-380-2211

全国高等学校選抜
ホッケー大会

　「世界のサンドウィッチフェ
ア」と「ヨーロッパサーカス」
を好評開催中です。
期間　3 月 15 日～ 4 月 30 日
優待料金　大人、シルバー（65
歳以上）1000 円、高校生 900 円、
小中学生 500 円、幼児（3 歳以
上）200 円（通常料金は、大人
1700 円、シルバー 1300 円、高
校生 1100 円、小中学生 700 円、
幼児 300 円）
備考　免許証など市内在住の証
明ができるものを持参してくだ
さい（1 人の証明で 5 人まで割
引可）
詳細　リトルワールド（犬山
市今井成沢 90-48）☎ 0568-62-
5611

リトルワールド
市民優待入園割引

※登録番号 ※注射番号

平成 28年度
犬の登録と予防注射

日時 場所

4 月 11 日
( 月 )

10:00 ～ 10:50 鵜沼福祉センター
11:10 ～ 11:50 つつじが丘ふれあいセンター
13:10 ～ 13:50 緑苑コミュニティセンター
14:10 ～ 14:30 緑苑北集会場

4 月 12 日
( 火 )

10:00 ～ 10:40 鵜沼東町ふれあいセンター
11:00 ～ 11:40 鵜沼台コミュニティセンター
13:10 ～ 13:50 新鵜沼台コミュニティセンター
14:10 ～ 14:30 鵜沼宝積寺町公民館

4 月 13 日
( 水 )

10:00 ～ 11:00 陵南福祉センター
11:20 ～ 11:50 丸子町ふれあいセンター
13:10 ～ 13:50 鵜沼古市場公民館
14:10 ～ 14:30 鵜沼南町会館

4 月 14 日
( 木 )

10:00 ～ 10:50 旧ＪＡ須衛支店
11:10 ～ 11:40 各務東部公民館
13:10 ～ 14:00 各務福祉センター
14:20 ～ 14:40 各務山の前町公民館

4 月 15 日
( 金 )

10:00 ～ 10:40 月丘団地集会所
11:00 ～ 11:50 市民会館東駐車場
13:10 ～ 13:40 三ツ池つどいの広場※
14:00 ～ 14:40 鵜沼西地区体育館

4 月 18 日
( 月 )

10:00 ～ 11:00 蘇原清住町公民館
11:20 ～ 11:40 川協団地公民館
13:10 ～ 13:50 蘇原コミュニティセンター
14:10 ～ 14:50 柿沢公園（あずまや付近）

4 月 19 日
( 火 )

10:00 ～ 10:50 稲羽コミュニティセンター
11:10 ～ 11:40 松本町公民館
13:10 ～ 13:50 南産業会館
14:10 ～ 14:40 長平集会施設

4 月 20 日
( 水 )

10:00 ～ 10:50 那加地区体育館（日吉神社東）
11:10 ～ 11:40 大野町公民館
13:10 ～ 14:00 稲羽西福祉センター
14:20 ～ 14:40 成清町公民館

4 月 21 日
( 木 )

10:00 ～ 10:50 那加福祉センター
11:10 ～ 11:50 雄飛ヶ丘地区公民館
13:10 ～ 13:50 蘇原福祉センター
14:10 ～ 14:40 大島公民館

4 月 22 日
( 金 )

10:00 ～ 10:40 尾崎北町集会所
11:00 ～ 11:40 琴が丘ふれあい会館
13:10 ～ 13:40 那加西福祉センター
14:00 ～ 14:40 那加南福祉センター

4 月 25 日
( 月 )

10:00 ～ 10:30 笠田町公民館
10:50 ～ 11:40 渡北公民館
13:10 ～ 13:40 小網町公民館
14:00 ～ 15:00 川島市民サービスセンター南駐車場※

犬
の
登
録
申
請
書

 住所　各務原市

 ふりがな

 飼い主の氏名

犬の名
フリガナ

前 犬種 毛色 性別

オス・メス

犬の生年月日

電 話 番 号

　平成
・　　・

（　　　）　　　−　　

※印は記入不要

き り と り

登録申請　 ▽狂犬病予防注射の
お知らせ（はがき）が届いた方
は、内容に誤りがないかを確認
し、問診票に記入して、そのは
がきを会場に持参 ▽犬の登録を
していない方、新たに犬を飼い
はじめた方は犬の登録も必要と
なりますので、上記「犬の登録
申請書」を記入し、会場に持参
対象　生後 91 日以上の犬（室
内犬、小型犬を含む）
費用　１頭注射料 3150 円（注
射済票代含む）、新規の方は登
録料 3000 円が別途必要
備考　 ▽狂犬病予防注射の有効
期間は１年間です。毎年接種し
てください ▽ 左表中※印の会
場は、昨年から場所が変更にな
りました。ご注意ください ▽お
釣りが出ないようにお願いしま
す ▽犬の健康状態を確認してく
ださい ▽獣医による簡単な問診
があります
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
31

　 市 で は 平 成 28
年度の犬の登録と
狂犬病予防注射を
行います。お近く
の会場で受けてください。
日程　下表のとおり

　「広報各務原」裏表紙の人気
コーナー「市民ギャラリー」で
は、市民の皆さんが創作した作
品を掲載しています。
　皆さんの自慢の一品を、広く
見てもらえるチャンスです。ふ
るってご応募ください。
対象　市内在住・在勤・在学の
方で、教室などを運営していな
い方
作品の種類　絵画、書、工芸品、
生け花、縫製作品など
申込と詳細　秘書広報課☎ 058-
383-1111 内線 2152

あなたの力作を
広報紙に

　来年度の広報各務原では、市
内で働く人を紹介する新企画が
スタートします！新入社員の方
やベテランの方など、性別や年
齢、経験年数などは不問。自薦、
他薦も問いません。各務原の「活
力」を生み出すため、日々元気
に働く皆さんのご応募をお待ち
しています。
掲載号　4 月 15 日号～平成 29
年 3 月 15 日号（毎月 15 日号）
対象　会社、個人問わず、市内
で働いている方
定員　12 人（選考）
内容　本人の顔写真と職場で働
いているところを撮影し、仕事
に対する思いをお聞きします
備考　報酬などはありません
申込と詳細　氏名、会社名、連
絡先、応募動機、仕事に対する
思いなどを、メール koho1@cit
y.kakamigahara.gifu.jp または直
接、秘書広報課☎ 058-383-1111
内線 2152

広報紙新企画で、
「働く人」を募集！

　市では、短文投稿サイト「ツ
イッター」で、市からのお知ら
せやイベント情報などを提供し
ています。
　また、緊急時には避難所の開
設や被害状況などの防災情報を
ツイートする予定です。
アカウント　@kakamigahara_
PR
詳細　秘書広報課☎ 058-383-
1111 内線 2152

フォローしてね！
市公式ツイッター第 1次試験日　5 月 8 日（日）

対象　昭和 60 年 4 月 2 日以降生
まれの方で、大学卒業または卒
業見込みの方
募集区分　警察官
AⅠ（平成 28 年秋
採用）・AⅡ（平成
29 年春採用）　い
ずれも男性・女性
申込と詳細　3 月 18 日～ 4 月 15
日に、各務原警察署☎ 058-383-
0110

岐阜県警察官
採用試験
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　市では、皆さんの携帯電話な
どに、市役所からの情報をメー
ルでお届けする「情報メール」
のサービスを行っています。
　「消防情報」・「防災情報」な
ど全部で７種類の情報を随時配
信しています。登録方法は以下
のとおりです。ぜひ、ご登録く
ださい。
登録方法　①右
の QR コードを
読み取り、表示
されたウェブサ
イトのページか
ら空メールを送信してください

（QR コードを読み取れない方
は、情報メール登録用アドレス
t-kakamigahara@sg-m.jp に 空
メールを送信してください）②
メール送信後、「仮登録完了の
お知らせ」メールが届きます。
そのメールに記載された URL を
選択して、本登録サイトにアク
セスします③希望する情報の種
類や地区などを選択して登録（登
録完了後は「本登録完了のお知
らせ」メールが届きます）
備考　メールの受信などにパ
ケット代がかかります
詳細　秘書広報課☎ 058-383-
1111 内線 2152

役立つ情報をお届け
「情報メール」

平成 28 年 2 月 28 日現在

交通事故発生状況
前年比

人身事故 93 件 ＋ 6 件
死者 3 人 ＋ 2 人
負傷者 123 人 ＋９人
物損事故 837 件 ＋７件

日時　4 月 1 日（ 金 ）　9:30 ～
12:00
場所　産業文化
センター 6 階第
1 会議室（那加
桜町 2）
内容　不動産の価格相談・売買
交換・賃貸借・有効利用その他
不動産に関する相談
詳細　（社）県不動産鑑定士協会
☎ 058-274-7181

不動産
無料相談会

　市は、住民票の写しなどの第
三者交付に係る本人通知制度を
実施しています。
　この制度は、住民票の写しや
戸籍謄本などの不正請求や不正
取得による個人の権利侵害の防
止を図ることを目的としていま
す。本人の代理人または第三者
に交付した場合に、事前に登録
したご本人に交付した事実につ
いて通知するものです。希望す
る方は登録してください。
通知の対象　本人の代理人また
は第三者からの請求により、登
録者の住民票の写しなどを交付
した場合（ただし、弁護士など
特定事務受託者の紛争処理、国
や地方公共団体からの請求、証
明書自動交付機から交付された
証明書などの場合は除きます）
登録可能な方　市の住民基本台
帳、戸籍または戸籍の附票に記
録されている方
期間　登録者名簿に登録した日
から 3 年間
持参品　本人確認書類（運転免
許証、住基カード、旅券、在留カー
ドなど官公署発行の顔写真付き
のもの）、印鑑
申込と詳細　市民課☎ 058-383-
1078

第三者交付時の
本人通知制度

【所得税および復興特別所得税
の確定申告】

▽税額を多く計算した方＝納め
る税金が多過ぎたこと、還付を
受ける税金が少ないことに気付
いた方は、更正の請求をしてく
ださい（平成 27 年分の請求期
間は、法定申告期限から 5 年間
です） ▽税額を少なく計算した
方＝納める税金が少ないこと、
還付を受ける税金が多過ぎたこ
とに気付いた方は、修正申告を
してください
【市民税・県民税の申告】

　所得額や控除の内容、金額な
どの間違いに気付いた方は、正
しい内容で市・県民税申告書を
再提出してください。
詳細　 ▽所得税＝岐阜南税務署
☎ 058-271-7111 ▽ 市・県民税
＝市民税課☎ 058-383-1114

所得税や住民税の
申告誤り

　土地や家屋の固定資産税は、
毎年１月１日現在で市内に資産
を所有している方に課税されま
す。土地や家屋の価格確認のた
め、平成 28 年度「土地価格等
縦覧帳簿」「家屋価格等縦覧帳
簿」の縦覧を行います。
期間　4 月 1 日～ 5 月 2 日（土・
日曜日、祝日を除く）
場所　市役所 1 階資産税課
対象　市内に所在する土地や家
屋の固定資産税の納税者、当該
納税者の代理人（委任状が必要）
持参品　納税者確認ができる納
税通知書、窓口に来られた方の本
人確認ができる運転免許証など
詳細　資産税課☎ 058-383-4740

土地・家屋価格
などの縦覧

ない場合があります
詳細　岐阜南年金事務所☎ 058-
273-6161、市役所市民課☎ 058-
383-1113【国民年金保険料の改定】

　4 月から、平成 28 年度の国
民年金保険料は月額 1 万 6260
円、「定額＋付加」は月額 1 万
6660 円になります。
【納付書で納めている方】

　4 月上旬に日本年金機構から
納付書（１年分）が送付されます。
金融機関・コンビニなどで納め
てください。
【口座振替を利用している方】

　現在利用中の支払方法が継続
され、納付書は送付されません。
振替方法の変更は、金融機関に
届け出てください。
振替方法　毎月納付（翌月末振
替）、6 カ月前納、1 年前納、2
年前納、毎月納付（当月末振替
による早割）
【お得な前納・早割制度】

　保険料を前納すると一定の率
で割引（例えば納付書で 4 月中
に 1 年分を納付した場合は 3460
円の割引）があります。また、
口座振替の早割で納付すると月
額 50 円の割引となります。
【学生納付特例制度】

　大学や各種学校に在籍する国
民年金加入者で、収入が少なく
保険料の納付が困難な場合に納
付が猶予される制度です。平成
28 年度分（4 月～ 29 年 3 月分）
の受付を 4 月から始めます。
持参品　学生証または在学証明
書（4 月 1 日以降のもの）、印鑑、
年金手帳、代理申請の場合は窓
口に来られた方の本人確認がで
きる運転免許証など
備考　 ▽学生納付特例の承認期
間は、年金受給資格期間に含ま
れますが受給額には反映されま
せん。将来の年金の増額をご希
望の場合は追納制度をご利用く
ださい ▽保険料が未納のままの
場合、障害基礎年金が受けられ

28年度分
国民年金保険料

地域の行事に貢献
「ふれコミ隊」隊員

　今年度は、中学生を中心に
436 人の隊員が活動していま
す。青少年の皆さん、ふれコミ
隊で活躍してみませんか。
対象　市内在住の青少年
内容　市民運動会や夏祭り、地
域清掃など、活動は月 1 回程度
申込と詳細　青少年教育課☎ 05
8-383-1484

点訳ボランティア
講座

　視覚障がい者への情報伝達手
段の 1 つ、「点訳」を基礎から学
び、ボランティア活動につなげ
ます。「点字に興味がある」、「ボ
ランティアをしてみたい」など、
初めての方も大歓迎です。
日時　4 月 25 日～ 8 月 8 日の毎
週月曜日　いずれも 9:30～11:30

（7 月 18 日を除く、全 15 回）
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
定員　20 人（申込順）
講師　点字サークル あけぼの会
費用　3000 円（テキスト代含む）
申込と詳細　社会福祉協議会☎
058-383-7610

音訳ボランティア
基礎講座

　視覚障がいのある方のため
に、活字の情報をわかりやすく
音声で伝える音訳ボランティ
ア。初めての方も安心して基礎
から学べます。
日時　4 月 12 日～ 7 月 26 日の毎
週火曜日　いずれも 9:30～11:30

（5 月 3 日を除く、全 15 回）
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
定員　20 人（申込順）
講師　音訳ボランティア あじ
さいの会
費用　2000 円（テキスト代含む）
申込と詳細　社会福祉協議会☎
058-383-7610

　優勝者は次のとおりです（敬
称略）。
少年少女の部　吉谷悠輝
中高生の部　吉谷一輝
一般女子の部　市脇登美子
一般男子　 ▽ 1 部＝菅原健太

▽ 2 部＝吉谷伸
一 ▽ 3 部＝三上
健次
詳細　スポーツ
課 ☎ 058-383-
1231

第 53回市民スキー
大会結果

対象　スポーツ・文化・ボラン
ティア・地域・指導活動などを
行う 5 人以上の社会教育関係団
体の構成員
内容　 ▽往復途上も含めた団体
活動中の傷害事故や、法律上の
損害賠償責任を負う事故を補償

▽急性心不全などによる突然死
に対しての葬祭費用
備考　

△
掛金、加入区分、補償

内容などの詳細は加入依頼書に
記載

△
加入依頼書は市役所総合

案内、スポーツ課（産業文化セ
ンター７階）、川島ライフデザ
インセンター、総合体育館、市
民プールで配布

△

前年度加入団
体には加入依頼書を代表者へ直
接送付

△

家族だけで活動をする
団体、営利を目的とする団体、
プロスポーツを行う団体などは
対象外
申込と詳細　（公財）スポーツ
安全協会県支部☎ 058-295-6360

スポーツ安全保険
加入受付中

日時　4 月 1 日（金）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　65 歳未満の障がい者（主
に精神）の方や家族
内容　 ▽日常生活の困りごと相
談 ▽就労などの各種福祉サービ
スについての情報提供
申込と詳細　地域活動支援セン
ター・ザールせいすい☎ 058-
235-6080

障がい者福祉
相談日
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

4月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 3 日（日）・10 日（日）・17 日（日）・
24 日（日）、29 日（祝）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

4 月の歯科救急当番

3 日（日）／小島歯科医院☎ 0586-89-3881 ／川島松倉町
10 日（日）／ごとう歯科☎ 058-389-0282 ／那加信長町 3
17 日（日）／こなか歯科クリニック☎ 058-380-7171 ／蘇原花園町 1
24 日（日）／小林歯科医院☎ 058-370-3800 ／鵜沼東町 6
29 日（祝）／五明歯科クリニック☎ 058-385-5045 ／鵜沼大伊木町 2
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ )

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）
※ 4 月 1 日からは診療時間が翌朝 8:00 までになります

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・祝日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

期日　4 月 21 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 26 年4 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料補助があります
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

2 歳児歯科教室

　ことばや行動などに心配のあ
る幼児の相談を行います。
日時　 ▽ 4 月 8 日（金）＝那加・
稲羽・川島・蘇原地区在住の方

▽ 4 月 22 日（金）＝鵜沼地区在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　駐車料補助があります
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

ことばの相談

日時　4 月 15 日（金）
9:30 ～ 11:30
場所　総合福祉会館

（那加桜町2）
対象　分娩予定日が平成 28 年
7 ～ 9 月の妊婦
内容　参加者同士の交流、赤
ちゃんについて、母乳について
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、母子健康手帳別冊「あすか」
備考　 ▽夫の参加も可能です ▽

動きやすい服装で参加してくだ
さい ▽ 駐車料補助があります
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

マタニティー広場2

日時　4 月 19 日（火）　9:30 ～
10:30　
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査、歯
科相談など
持参品　健康手帳
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

4 月の健康相談

　広報各務原 2 月 15 日号に掲載
した、3 月27 日（日）の歯科救急
当番は、いちょう通り歯科から

「足立歯科医院（各務おがせ町 9）☎
058-385-1655」に変更しました。
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

3 月の歯科救急
当番の変更

　お子さんの成長を、自分で確
認してみませんか。
期日　4 月 27 日（水）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

のびのび測定

　再使用できる物の情報を登録
し、無償で希望者に提供します。
【使ってください】

▽卓球台 ▽ジャングルジム（玩
具） ▽自転車（幼児用） ▽ロデ
オマシーン（健康器具）
【さがしています】

▽自転車（婦人用） ▽チャイル
ドシート ▽ジュニアシート ▽電
動ベッド ▽三輪車
備考　2 月 22 日現在の状況（一
部のみ掲載。市ウェブサイトを
ご覧ください）
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

登録はお電話で
不用品交換銀行

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

期日　4 月 24 日（日）
時間　 ▽講習Ⅲ（小児）＝ 9:00 ～
12:00 ▽講習Ⅰ（大人）＝ 13:00 ～
16:00 ▽ 講 習Ⅱ（大人）＝ 13:00
～ 17:00（AED を備えているか
購入予定の方や事業所を対象）
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1 ）
対象　市内在住、在勤の方
定員　各 20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲料水
備考　 ▽修了証を発行します ▽

5 人に満たない場合は、中止に
なる場合があります
申込と詳細　4 月 22 日までに
電話で救急指令課☎ 058-382-3
596

もしもに備えて
普通救命講習

【Hib 感染症】
対象　生後 2 カ月～4 歳 11カ月
【小児の肺炎球菌感染症】
対象　生後 2 カ月～4 歳 11カ月
【結核（BCG）】
対象　生後 11 カ月まで。標準
的な接種年齢は生後 5 ～７カ月
【水痘】
対象　1 歳～ 2 歳 11 カ月
【ジフテリア・百日せき・ポリ
オ（不活化）及び破傷風（DPT-
IPV/ 四種混合）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月
【ポリオ（不活化）】
対象　 生 後 3 カ 月 ～ 7 歳 5 カ
月（生ワクチン 2 回接種済の方
は除く。ポリオ・三種混合が各
計 4 回済んでいない方は、四種
混合で接種してください）
【麻しん・風しん】
対象　 ▽ 第 1 期 ＝ 1 歳 ～ 1 歳
11 カ月 ▽ 第 2 期＝小学校就学
前の 1 年間（年長児）
【日本脳炎】
対象　3 歳～ 7 歳 5 カ月
【ジフテリア・破傷風（DT）2期】
対象　小学校 6 年生。小学校 6
年生時未接種者（12 歳）の方で、
接種希望の方は健康管理課へご
相談ください
【ヒトパピローマウイルス感染症】
対象　 ▽ 中学 1 年生（13 歳相
当）～高校１年生（16 歳相当）
の女子 ▽現在、積極的勧奨の差
し控え中のため、対象者の方に
は予診票兼接種券を郵送してい
ません。接種をご希望の方は健
康管理課へご連絡ください。
【特例対象者の日本脳炎予防接種】

　平成 8（19 歳のみ）～ 18 年
度に生まれた方は、日本脳炎の
予防接種が不十分になっている
場合があります。母子健康手帳
を確認し、不足分の接種を受け
て下さい。

対象　 ① 1 期 ＝ 平 成 8（19 歳
のみ）～平成 19 年 4 月 1 日生ま
れの特例対象者② 2 期＝ 9 歳以
上の特例対象者
備考　 ▽積極的勧奨を差し控え
たことで接種ができなかった特
例対象者（上記①の対象者）は、
1 期不足分（1 ～ 3 回）が接種
できます。9 歳以上の方は、1
期完了後、2 期接種も可能です。
接種希望の方は、指定医療機関
に予約し、予診票兼接種券と母
子健康手帳を持参し接種してく
ださい ▽予診票兼接種券のない
方は、母子健康手帳を持参し健
康管理課へ（13 歳以上の方の
１期と 2 期予診票兼接種券は、
指定医療機関にあります）
【共通事項】

▽市内指定医療機関で予約して
ください ▽ 定期の予防接種には
原則保護者の同伴が必要です。
やむをえず、親族などが同伴す
る場合は、同伴者の同意をもっ
て保護者の同意とする旨の委任
状の提出が必要です（日本脳炎
の 13 歳以上の方の接種は、同
伴しない場合も接種できます）
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

子どもの
定期予防接種

　不妊や、女性
の体と心の悩み
について、電話
や面接で相談を
お受けします。お気軽にご相談
ください。
日時　毎週木曜日　13:00 ～ 16:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　面接相談は、事前予約が
必要です
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

保健師による女性
のための健康相談
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カルチャー カルチャー

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　各務原アウトドアフィールドをご夫婦一緒に散歩
してみませんか。木曽川と新境川によって育まれた、
川原と森と水辺の植物相をご案内します。
日時　4 月 17 日（日）　9:30 ～ 11:30（雨天中止）
場所　かさだ広場（川島笠田町）集合
対象　成人
定員　20 人（応募者多数の場合は夫婦での申込を
優先し、抽選）
講師　塚原寛裕・自然環境調査員（植物相・植生）
費用　受講料 300 円
申込　4 月 5 日（必着）までに、「講座名、参加者全
員の氏名、住所、電話番号」を明記し、メール chu
olife@city.kakamigahara.gifu.jp か往復はがきで中央
ライフデザインセンター（窓口で申込の場合、はが
き 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

夫婦でチャレンジ！講座
「春うらら！植物観察散歩を楽しもう」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8  　
㊡月曜日、祝日

■ピアノ発表会
日時　3 月 20 日（日）　12:00 ～（開場 11:45）
場所　文化ホール
詳細　そはら音楽教室☎ 0587-95-6989
■郷愁の演歌と津軽三味線 
日時　3 月 25 日（金）　13:00 ～（開場 12:30）
場所　文化ホール
費用　500 円（当日 600 円）
詳細　黄

こ が ね む し

金蟲芸能舎・安藤☎ 058-389-2697
■藩

パ ン

麗
リ ー

～二胡コンサート～
日時　4 月 7 日（木）　13:00 ～（開
場 12:30）
場所　文化ホール
費用　1000 円（全席自由、当日
販売）
詳細　GIFU 二胡交流会・青木☎
090-6091-3156

M
U
S
IC 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 3/14・22・23・28、4/1・4・11・18・25

A
R
T 気軽にお越しください

図書館 3 階  市民ギャラリー催し物

■こどもの美術作品展
期間　3 月 25 日～ 27 日　9:00 ～ 18:00
備考　ワークショップも開催します
詳細　こどもの美術教室アトリエぱぴえ・見尾谷☎
090-5603-2677
■みんなの書道展
期間　3 月 25 日～ 27 日　9:00 ～ 18:00
詳細　杉山書道教室・杉山☎ 090-9946-7235
■絵画四人展
期間　3 月 29 日～ 4 月 3 日　9:00 ～ 17:00（29 日
は 13:00 ～、3 日は 16:00 まで）
詳細　絵画四人展・稲富☎ 058-383-7469
■小さな絵描きたち展
期間　3 月 31 日～ 4 月 3 日　10:00 ～ 17:00
詳細　くろの美術教室・黒野☎ 058-383-8770

B
O
O
K 気になる「旬」の本を紹介

図書館展示コーナー

■中央図書館　 ▽「子どもの本展」＝ 4 月 2 日～ 5
月 12 日 ▽「手作りしましょ！本展」＝ 4 月 2 日～
5 月 14 日 ▽「だいすきおかあさん !!
本展」＝４月 2 日～ 5 月 12 日
■川島ほんの家　「大人だってえほ
ん展」＝ 3 月 15 日～ 31 日
■もりの本やさん　 ▽「新生活を応援する本」＝
4 月 17 日まで ▽「入園入学進級おめでとう」・「学
校のおはなし」・「親子・夫婦・家族の本」＝ 4 月 2
日～ 5 月 12 日

中央図書館
☎ 058-383-1122

あなたのまちへ図書館がやってくる
4 月の移動図書館車さつき号

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

6日
（水）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐美神
社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

7 日
（木）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

8 日
（金）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

12 日
（火）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

13 日
（水）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービスセ
ンター（新庁舎）※（10:20 ～）、大佐野町公民館

（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

14 日
（木）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

20 日
（水）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

21 日
（木）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

22 日
（金）

那加地区体育館（9:30 ～）、【臨時開設】市民会館
駐車場（11:00 ～ 12:00）、柿沢ふれあいセンター

（14:30 ～）

26 日
（火）

山の前公民館（9:30 ～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20 ～）、各務原区コミュニティセンター（13:30
～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

27 日
（水）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30 ～）、 そ は ら ふ れ あ い セ ン タ ー そ ら ー ら
（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

28 日
（木）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

　移動図書館「さつき号」は、最大 3000 冊の本を
載せて、市内 42 カ所のステーションを月に 1 回ま
たは 2 回巡回します。

【臨時開設】
　中央ライフデザインセンター図書室の休館に伴
い、4 月 22 日（金）に臨時の巡回を行います。
場所　市民会館駐車場（蘇原中央町 2）

B
O
O
K

〒 501-6021 川島笠田町 
㊡第 2 月曜日（祝日の場合は翌日）

■ろくさんのおもしろ工作
日時　3 月 26 日（土）・27 日（日）　10:30 ～ 15:00
費用　300 円～

C
U
LT
U
R
E

大人も子どもも楽しめるクラフト体験
「おもしろ工房」

河川環境楽園自然発見館
☎ 0586-89-7022

〒 501-6195 川島竹早町 1
㊡月曜日

C
U
LT
U
R
E

くすり博物館の講演会
「春の薬草」と「認知症について知ろう」

内藤記念くすり博物館
☎ 0586-89-2101

　開催中の企画展「認知症 - ともに生きる -」にち
なんだ講演会と、「春の薬草」講演会を開催します。
費用はいずれも無料です。
■「春の薬草」講演会
日時　3 月 20 日（日）　10:00 ～ 11:30
定員　300 人（会場受付順）
講師　亀谷芳明・内藤記念くすり博物館附属薬用植
物園職員
■「認知症について知ろう」講演会
日時　3 月 26 日（土）　13:30 ～ 15:00
定員　300 人（会場受付順）
講師　伊藤恭子・内藤記念くすり博物館学芸員

N
A
TU
R
E

人気のカピバラ展示が
新しくなります！

☎ 0586-89-8200

〒 501-6021 川島笠田町 1453 
㊡ 3/14

■カピバラテラス  リニューアルオープン
　広くなった展示スペースには池を新築。水浴びを
する姿が間近で観察できます。
期日　3 月 19 日（土）～
費用　入館料のみ
■テーマ水槽「サクラ満開！」
　艶

あで

やかな紅白模様の「桜系金魚」を集めました。
水槽内にサクラの花を咲かせます。
期間　3 月 15 日～ 4 月 24 日
費用　無料

【共通事項】
入館料　大人 1500 円、65 歳以上 1350 円（証明が
必要）、中・高校生 1100 円、小学生 750 円、幼児（3
歳以上）370 円

世界淡水魚園水族館アクア・トト ぎふ
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掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

楽
し
い
情
報
と
笑
顔
を
お
届
け
！

毎月15日号に掲載

さ
く
ら
（
那
加
桜
町
２
、
総
合
福
祉

会
館
２
階
）
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

７
６
１
３　

木
・
祝
日
休

あ
さ
ひ
（
鵜
沼
朝
日
町
３
）
☎
０
５

８
（
３
７
０
）
０
５
０
０　

月
・
祝

日
休

う
ぬ
ま
東
（
鵜
沼
東
町
６
）
☎
０
５

８
（
３
７
９
）
１
１
７
７　

木
・
祝

日
休

そ
は
ら
（
蘇
原
野
口
町
１
、
蘇
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
５
２
８
５　

月
・

祝
日
休

か
わ
し
ま
（
川
島
松
原
町
、
川
島

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）
☎

０
５
８
６
（
８
９
）
２
６
３
４　

土
・

日
・
祝
日
休

子
ど
も
館
（
開
館
９
時
～
17
時
）

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
山
は
木
々
で
い
っ

ぱ
い
な
も
の
で
は
な
く
、
た
く

さ
ん
か
れ
て
し
ま
っ
て
緑
が
見

え
ず
さ
み
し
い
感
じ
の
あ
れ
た

山
も
あ
り
、
人
間
が
山
を
守
っ

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り

ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
学
校
の
周
り
は
自
然

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
景

色
を
見
る
と
緑
が
あ
り
、
生
き

物
も
い
て
、
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
ぼ
く
が
植

え
た
木
に
葉
が
お
い
し
げ
っ

て
、
少
し
で
も
多
く
の
人
の
心

を
い
や
し
て
く
れ
る
よ
う
な
木

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し

て
、
そ
ん
な
自
然
を
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

文
・
６
年  

田
口
晃こ

う
せ
い成
さ
ん

大切な自然
鵜沼第三小学校

　

私
た
ち
は
、
地
元
を
中
心
と

し
た
地
名
と
歴
史
の
研
究
を
通

じ
て
、「
各
務
原
市
」
の
地
名

の
向
上
を
図
り
、
地
域
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
地
名
や
そ
れ
に
関

わ
る
歴
史
文
化
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
５
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
４
月
の
講
演
会
で

は
、
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
西

村
館
長
に
よ
る
「
地
名
に
見
る

各
務
原
台
地
の
開
拓
史
」
と
、

各
地
の
方
言
か
ら
日
本
語
を
研

究
し
、
教
育
現
場
に
お
け
る
言

葉
の
使
い
方
な
ど
を
指
導
さ
れ

て
い
る
岐
阜
大
学
の
山
田
教
授

に
よ
る
「
地
名
と
こ
と
ば
」
と

い
う
２
つ
の
演
題
で
開
催
い
た

し
ま
す
。
地
元
に
関
す
る
意
外

な
史
実
に
出
会
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
和
や
か
ム
ー
ド
の
講

演
会
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

写
真
は
、
昨
年
の
講
演
会
の

様
子
と
、
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

で
立
ち
寄
っ
た
長
光
寺
で
、
住

職
か
ら
貴
重
な
お
話
を
聞
い
た

と
き
の
も
の
で
す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
特
別

企
画
は
、
不
定
期
で
年
3
～
4

回
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

活
動
日　

偶
数
月
の
第
３
土
曜

日
（
次
回
は
4
月
16
日　

13
時

30
分
～
総
合
福
祉
会
館
）

費
用　

講
演
会
参
加
費
５
０
０

円
（
会
員
・
中
高
生
は
無
料
）

詳
細　

阿
部
☎
０
５
８
（
３
７

０
）
４
４
２
５

濃尾・各務原
地名文化研究会

　

ぼ
く
は
、
今
日
生
ま
れ
て
初

め
て
ド
ン
グ
リ
を
植
樹
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、ぼ
く
た
ち
が
４
年

生
の
時
に
ま
い
た
種
が
育
っ
た

も
の
で
す
。そ
れ
ま
で
ぼ
く
は
、

山
や
自
然
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ぼ
く
の
イ
メ
ー
ジ
で
山
は
、

木
で
お
お
わ
れ
て
い
て
、
緑
あ

ふ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
ぼ
く
た

ち
が
行
っ
た
山
は
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
木
々
は
あ

ま
り
太
く
な
く
、
上
を
見
上
げ

て
も
葉
は
緑
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
４
年
生
の
時
に
み

ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
会
の
人
た

ち
に
、
あ
る
虫
に
よ
っ
て
山
の

ド
ン
グ
リ
の
木
々
が
か
れ
て

い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
会

の
人
た
ち
は
、
苗
木
を
育
て
て

植
林
を
し
、
鵜
沼
の
山
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
も

知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ぼ
く
た

ち
も
苗
木
を
育
て
て
山
の
木
々

を
ふ
や
す
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
年
た
っ
た
今
日
、

ド
ン
グ
リ
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
最
初
は
あ
ま
り
自
然
に
関

心
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
み

ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
会
の
人
た

ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
中
で
、

ド
ン
グ
リ
が
立
派
に
成
長
し

て
、
ぼ
く
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
よ
う
な
山
に
な
っ
て
ほ
し
い

2016ミスかかみがはら｜藤井聡さと美み さん、杉浦若わか奈な さん、山口瑛え な

名さん

　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
華
を
添
え
、
笑
顔
で

市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ミ
ス
か
か
み

が
は
ら
」。
今
年
の
３
人
が
決

定
し
、
４
月
か
ら
一
年
間
の
任

期
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

今
年
の
「
ミ
ス
さ
く
ら
」
は
、

25
歳
の
藤
井
聡
美
さ
ん
。
岐
阜

市
内
の
旅
行
会
社
に
勤
務
し
、

昨
年
か
ら
各
務
原
商
工
会
議
所

青
年
部
に
も
所
属
す
る
。
青
年

部
で
活
動
す
る
中
で
、「
も
っ

と
各
務
原
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
ミ
ス
へ
の
応
募
を
決
め
た
。

　

栄
冠
に
「
ダ
メ
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
」
と
戸
惑

う
一
方
、「
世
界
を
視
野
に
活

動
し
た
い
」と
大
き
な
野
望
も
。

「
各
務
原
は
世
界
に
誇
る
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
。
市
の
強
み
を

海
外
に
発
信
す
る
力
に
な
れ
れ

ば
」
と
意
気
込
み
は
十
分
だ
。

　
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」に
は
、
蘇
原

出
身
の
杉
浦
若
菜
さ
ん
が
選
ば

れ
た
。
今
ミ
ス
最
年
少
、
兵
庫

県
の
大
学
に
通
う
19
歳
。
実
は

前
ミ
ス
さ
く
ら
、
小
川
恵
実
さ

ん
の
後
輩
で
、「
小
川
さ
ん
に
憧

れ
て
応
募
し
た
」
と
い
う
ミ
ス

の
座
を
、
見
事
勝
ち
取
っ
た
。

　

大
学
で
は
、
友
人
に
各
務
原

キ
ム
チ
鍋
を
振
る
舞
う
と
い
う

杉
浦
さ
ん
だ
が
、
実
は
ニ
ン
ジ

ン
が
苦
手
。「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」

の
肩
書
き
に
、「
好
き
に
な
っ

て
、お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
」

と
意
欲
を
燃
や
す
。

　
「
コ
ス
モ
」
は
、
21
歳
の
大

学
生
、
山
口
瑛
名
さ
ん
。
名
古

屋
市
内
の
大
学
で
生
命
工
学
を

学
ぶ
「
理
系
女
子
」
が
選
ば
れ

た
。
那
加
地
区
の
新
境
川
の
側

で
生
ま
れ
育
ち
、「
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
親
し
ん
で
き
た
桜
ま
つ

り
に
自
分
も
参
加
し
た
い
」と
、

ミ
ス
の
扉
を
叩
い
た
。

　

桜
の
美
し
さ
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、市
の
魅
力
を
熟
知
す
る「
地

元
の
強
み
」
を
活
か
し
、「
全

国
の
皆
さ
ん
に
、
各
務
原
の
良

さ
を
伝
え
た
い
」
と
、
力
強
い

笑
顔
を
見
せ
た
。

　

今
年
も
、
個
性
豊
か
な
３
人

が
揃
っ
た
「
ミ
ス
か
か
み
が
は

ら
」。
彼
女
た
ち
の
笑
顔
が
、

各
務
原
を
さ
ら
に
輝
か
せ
る
。

2016 Miss Kakamigahara
さくら＝藤井聡美さん（写真中）
キャロット＝杉浦若奈さん（左）
コスモ＝山口瑛名さん（右）

各務原市の魅力を笑顔で発信する、3人のミスが決定

子
育
て
講
座
「
救
急
法
講
座
」

　

人
工
呼
吸
法
や
子
ど
も
の
け

が
の
応
急
処
置
に
つ
い
て
学

び
、
実
習
し
ま
す
。

日
時　

▽
５
月
17
日（
火
）＝
さ

く
ら
、
う
ぬ
ま
東
▽ 

18
日（
水
）

＝
そ
は
ら
▽
24
日（
火
）＝
か
わ

し
ま
▽
26
日（
木
）＝
あ
さ
ひ　

い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
30
分

（
う
ぬ
ま
東
の
み
10
時
～
11
時
）

対
象　

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

（
託
児
あ
り
）

定
員　

▽
そ
は
ら
・
さ
く
ら
・

あ
さ
ひ
＝
各
20
人
▽
か
わ
し
ま

＝
15
人
▽
う
ぬ
ま
東
＝
15
組

（
親
子
、
託
児
な
し
）

申
込　

4
月
15
日　

9
時
～
各

子
ど
も
館
（
13
時
～
電
話
で
も

受
付
）

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う
・

「
１
才
お
め
で
と
う
事
業
」

　

1
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
を

子
ど
も
館
で
お
祝
い
し
ま
す
。

日
時　

▽
４
月
21
日（
木
）＝
そ

は
ら
▽
26
日（
火
）＝
さ
く
ら
、

う
ぬ
ま
東
、
か
わ
し
ま
▽
27

（
水
）＝
あ
さ
ひ　

い
ず
れ
も
11

時
～
11
時
30
分

場
所　

市
内
全
子
ど
も
館

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
27
年

３
月
１
日
～
31
日
生
ま
れ
の
子

備
考　

案
内
状
の
入
っ
た
封
筒

と
、
同
封
の
引
換
券
を
持
参

4
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

日
時　

▽
４
月
12
日（
火
）＝
そ

は
ら
▽
13
日（
水
）＝
か
わ
し
ま

▽
19
日（
火
）＝
あ
さ
ひ
、
う
ぬ

ま
東
▽
20
日（
水
）＝
さ
く
ら　

い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

　
こ
だ
わ
り
ぬ
い
た
素
材
と
、
磨
き
上
げ
ら

れ
た
技
術
。
日
本
を
代
表
す
る
食
文
化
「
寿

司
」
に
人
生
を
捧
げ
る
寿
司
職
人
に
は
、
常

に
あ
る
種
の
緊
張
感
が
漂
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
職
人
の
一
人
が
、
那
加
不
動
丘
町

に
店
を
構
え
る
田
中
経み
ち
ひ
さ久
さ
ん
。「
寿
司
は

シ
ン
プ
ル
な
料
理
だ
か
ら
」
と
、
よ
り
よ
い

素
材
を
選
び
、
仕
込
み
を
大
切
に
し
て
一
貫

を
仕
上
げ
ま
す
。

　
若
く
し
て
先
代
か
ら
店
を
継
ぎ
、「
必
死

で
勉
強
し
な
が
ら
こ
こ
ま
で
き
た
」
と
い
う

田
中
さ
ん
。
店
と
と
も
に
受
け
継
い
だ
と
い

う
自
慢
の
玉
子
焼
き
に
は
、
職
人
の
技
術
と

思
い
が
優
し
く
包
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
表
紙
企
画
「
各
務
原
の
匠
」
と
「
匠
フ
ァ

イ
ル
」
は
今
号
で
終
了
い
た
し
ま
す
。
4
月

か
ら
は
、毎
月
15
日
号
に
「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
！
」

を
掲
載
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

FILE №　048

寿司職人
（すししょくにん）

　2月 20 日に少年自然の家で、ファミリーデー
が行われ、家族そろってが餅つきや凧作りなどの
日本の伝統文化を体験しました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
雨が降る寒い中、多くの家族が参加していました。
家族でお餅をつく風景は、和やかで温かみが感じら
れ、家族の一体感を垣間見ました。子どもたちが杵
を持つ姿や、手返しの姿も良かったです。食堂で
はマスクも取れ、家族みんなの笑顔が素敵でした。

春を感じる和菓子たち

趣味で元気に！ 世界のロケットが博物館へ

プロに学ぶ「春の和菓子作り」

シニア文化祭「交歓芸能大会」 ロケットペーパークラフト展

少年自然の家「ファミリーデー」

　川島健康福祉センターで、プロに学ぶ「春の和
菓子作り」講座が開催され、市内の 20 人の方が
参加しました。この日作ったのは、「イチゴ大福」、
「うぐいす餅」、「桜刈り」、「桜餅」の 4品。
　講座では、「和菓子の色は淡く薄く」など、和
菓子ならではの繊細さにも触れられ、参加者から
は感嘆の声が上がっていました。でき上がった作
品は、それぞれの個性があり、参加者皆さん、大
満足の出来栄えでした。　　　　　　（2月12日）

　シニア文化祭とは、2月の恒例行事で今年度は
2月 23 日～ 26 日に開催されました。2月 25 日
には、市民会館で「交歓芸能大会」が行われ、高
齢者趣味のクラブ・芸能部門の 35 組 354 人が順
にステージに登場。舞踊など、1年間の集大成と
もいえるステージを華やかに力強く披露しました。
　ステージを終えた方は、「緊張しましたが、1
年間がんばった成果を発揮できたと思います」と
ほっとした様子で話していました。

　かかみがはら航空宇宙科学博物館開館 20 周年
を記念して、3月 28 日までロケットペーパーク
ラフト展が行われています。
　会場では、ロケットペーパークラフト製作者の
中川義通さんの作品を約 90 点展示。世界中のロ
ケットが縮尺 100 分の 1に統一されているため、
大きさを比較しながらロケット開発の歴史を辿る
ことができます。訪れた方は皆さん、作品の精巧
さに目を奪われていました。

第
一
大
隊
も
移
駐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大

隊
長
の
小
沢
中
佐
以
下
二
個
中
隊
は
岐
阜

駅
か
ら
中
山
道
を
整
列
行
軍
し
て
兵
舎
に
入

り
、
飛
行
機
は
胴
・
翼
・
エ
ン
ジ
ン
に
分
解

さ
れ
岐
阜
駅
ま
で
鉄
道
輸
送
し
、
そ
こ
か
ら

は
馬
車
で
運
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ

を
迎
え
る
方
も
大
変
だ
っ
た
。
岐
阜
県
・
岐

阜
市
や
地
元
の
名
士
た
ち
が
整
列
し
歓
迎
の

垂
れ
幕
と
と
も
に
一
行
を
迎
え
入
れ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
日
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
や
っ

て
来
た
航
空
士
に
よ
る
模
範
操
縦
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
第
一

次
世
界
大
戦
後
の
余
剰
飛
行
機
の
売
り
込
み

に
積
極
的
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
― 

つ
づ
く

18

　
飛
行
場
の
方
か
ら
は
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
聞

こ
え
て
い
た
。
二
人
は
歩
き
な
が
ら
も
人
の

頭
越
し
に
飛
行
機
の
姿
を
探
し
て
い
た
。

　
各
務
原
飛
行
場
は
二
年
前
に
完
成
し
て
い

た
が
、
当
初
は
形
だ
け
の
飛
行
場
だ
っ
た
。

前
年
の
十
月
に
な
っ
て
所
沢
か
ら
航
空
第
二

大
隊
が
移
っ
て
き
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
滑

走
路
や
格
納
庫
・
隊
舎
な
ど
が
急
ピ
ッ
チ
で

作
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
や
っ
と
の
こ
と
で
電

燈
も
引
か
れ
飛
行
場
の
周
り
に
も
店
や
料
理

屋
・
旅
館
な
ど
が
出
来
始
め
て
い
た
。

「
ど
う
、
学
校
の
方
は
。
面
白
い
？
」

「
う
ん
。
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
る
け

ど
ね
」

「
そ
う
。
俺
な
ん
か
毎
日
百
姓
仕
事
ば
っ
か

り
で
」

　「
で
も
変
わ
っ
た
ね
、
こ
の
辺
。
飛
行
機

な
ん
か
ど
う
や
っ
て
運
ん
だ
の
か
な
ぁ
」

　
確
か
に
所
沢
か
ら
の
移
駐
は
大
仕
事
だ
っ

た
。
今
年
の
五
月
に
は
第
二
大
隊
に
続
い
て

【これまでのあらすじ】大正8年（1919年）4月16日。各務原飛行場で行われるフランス航空団の模範演技を見に、旧友の兵頭
　　　　　　　　　　が名古屋から帰ってきた。平田竹男は、病床の父を気にかけながらも、1年ぶりの友人との再会を喜んで…

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ

匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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水彩画

「鍛冶」

幼少期から絵を描くことが好きで、30年前から本格的に

水彩画を始めました。水彩画の魅力は、濃淡によって立

体感や質感を表現できること。心で感じたことを、絵で

正直に表現しています。この作品は、市内の鍛冶職人が

真剣に鎚を振るう姿に胸を打たれて描いたものです。来

年には米寿を迎えるので、記念に個展を開きたいですね。 河田徳
のりゆき

幸さん
（上中屋町）

CITY
GALLERY

自らの心を筆に乗せて

中村　彰
しょうご

吾ちゃん（H26.1.6 生）

いつも笑顔いっぱいで癒されています。これ

からも毎日笑顔で大きくなってね♪

（一真さん・春奈さん、那加甥田町）

「ヤッター !! のぼれたよ。みてみて☆」上手

にできたね。これからもいっぱい遊ぼうね！

（隆太さん・真夕子さん、鵜沼羽場町）

岡田　結
ゆ い

衣ちゃん（H25.3.4 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8430 人（男　7万 3390 人・女　7万 5040 人）

世帯｜ 5万 7825 世帯　　　　　平成 28 年 2月 1日現在

広
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各
務
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平
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3
月
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日
号
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